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子どもから成人までの障害児者を対象とした

スポーツの考え方

障害等の種類や状態等に

適合(adapt)させたスポーツ種目

ッド•ス

ルールや用具，サポートの方法等を

独自に工夫・考案した運動・スポーツ
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2021年3月16日

障害者スポーツロ「パラスポーツ」

障害者が行うスポーツ全般を指す言葉

プレジア（下半身麻痺）」 → 「パラレル（

障害者スポーツから連想される

福祉やリハビリのためのスポーツ

競技性が高く、障害の有無にかかわらず楽しめるスポーツ

日本障がい者スポーツ協会の名称
⇒一般から意見を募るなどしたうえで

「日本I パラ Iスポーツ協会」に変更

重度・重複障害児を対象とした
1 1種目の「アダプテッド・スポーツ」

国内唯一の体験が可能！
体験は宝物
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重度・重複障害児者の運動・スポーツ
「新たな用具開発」 の重要なポイント
車椅子等から解放して

ダイナミックに運動する

あぐら座位等により 自分の体重を感じる

多くの刺激を受け止め
保有する感覚を活用する

主体的な活動の場の提供

障害の種類や状態に適合させた活動の提供
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参考：レクリエーション活動や運動プログラム提供時の留意点
「新版障がい者スポーツ指導教本初級・中級」 （加地・ 2016)

［ 今後 ： 
• 

重度・重複障害児を対象とした

アダプテッド・スポーツ実践の継続

具体的な活動内容の充実1ボランティア支援者の育成

指導法の充実 1 県内外での実施
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幅広くとらえなおしたスポーツの実現


